
質問と回答は以下のとおりです。 2026/9/2

質問番号 ページ 項目 質問内容 回答

1 2 2.担当部署・日程等、（３）日程
本見積額、本見積書及び別見積書、プロポーザル等の提出
日が「2029年９月11日12時まで」となっているが、
「2026年9月11日12時まで」が正で良いか。

2026年９月11日12時までが正です。

2 12

第2章「特記仕様書案」第3条「調査実施の留意事項」（2）
「調査対象地域」
第2章「特記仕様書案」第4条「調査の内容」（5）「SELに関
する情報収集・分析結果を踏まえた実証事業の実施及び成
果分析」

p.12（2）「調査対象地域」では、「邦人の渡航による現地調
査については、エルビルとバグダッドを想定する」とされて
います。一方、p.19（5）の実証事業では、対象校を「エルビ
ル7校、バグダッド7校」とし、「都市部と地方など、異なる
学校環境」での適用可能性を検証することとされていま
す。
ここでいう「エルビル」及び「バグダッド」は、それぞれエルビ
ル市及びバグダッド市を指すのでしょうか。それとも、エル
ビル県及びバグダッド県を指し、市外の地方部も対象に含
むのでしょうか。
なお、従前のJICA安全対策措置では、バグダッド県内につ
いては、バグダッド市内は一定の条件の下で邦人の業務渡
航が可能である一方、バグダッド市外は邦人の業務渡航禁
止地域であると理解しており、実証事業の実施体制を検討
する観点から確認させていただければ幸いです。

都市部と地方の異なる学校環境の比較で想定しているの
はエルビル県側での実証事業となります。一方、バグダッド
はバグダッド市内での実証事業を想定しています。

3 14

第2章「特記仕様書案」第3条「調査実施の留意事項」（4）
「安全管理」
第3章「プロポーザル作成に係る留意事項」4．「見積書作成
にかかる留意事項」（4）「定額計上について」

p.14の6)には、危険地域でローカルコンサルタント等を活
用する場合、「現地で想定される危険に対し、本業務受注企
業が必要と考える安全対策の手段を明示し、そのための必
要経費を計上する。」と明記されています。
一方で、p.32には、安全対策経費として11,672,000円
が定額計上されています。
この定額計上の安全対策経費には、ローカルコンサルタン
トの安全対策に必要な経費も含まれているのでしょうか。
それとも、ローカルコンサルタントの安全対策に必要な経費
は、p.14に記載の通り別途計上する必要があるのでしょう
か。

ローカルコンサルタントの安全対策に必要な経費は一般業
務費等の範囲内で別途計上ください。

調達管理番号・案件名

26a00611_イラク国初等教育セクターに係る情報収集・確認調査(QCBS-ランプサム型)



4 17 （３）学校運営体制に係る情報収集・分析

学校経営計画について、「学校での試行導入を通じて、イラ
クで実用可能な学校経営計画モデルを提案する」とありま
すが、SELの実証事業とは別に学校経営に関するパイロッ
トを実施するということでしょうか。

ご理解のとおりです。学校経営計画のモデルを作成し、本
調査にて可能な範囲で実証し、そのモデルのイラクでの適
用可能性について検討するものです。

5 19
第2章「特記仕様書案」第4条「調査の内容」（5）「SELに関
する情報収集・分析結果を踏まえた実証事業の実施及び成
果分析」

p.19（5）「実証事業」では、対象校の教員等に対する研修
を実施することとされています。
教員研修をエルビル市内及びバグダッド市内で実施する場
合、研修参加者に対して日当及び交通費を支給する必要が
あるでしょうか。
 また、支給が必要な場合、日当及び交通費の単価・支給基
準について、JICA、イラク連邦政府教育省及びクルディス
タン地域政府教育省の規定があれば、それぞれご教示くだ
さい。

研修参加者の日当及び交通費については、受益者負担が
原則であるものの、先方財政事情を考慮し、その一部また
は全部を契約金額の中から支給いただく想定です。ただ
し、調査団が負担する金額の単価や支給基準については、
先方政府との間で協議する必要があるため、現時点では未
定です。従って、同経費については定額計上とし、定額計上
の金額について以下のとおり変更します。
 （変更前）19,805,000円（税抜）
 （変更後）２１,９6５,０００円（税抜）

一方、上限額を以下のとおり変更します。
（変更前）68,068,000円（税抜）
（変更後）65,908,000円（税抜）

6 32 安全対策経費

安全対策経費について、定額計上となっている「防弾車借
上費一式（警護費用含む）」には、邦人の現地業務において
必要となる安全対策費が一式含まれているとの理解でよ
いでしょうか。これらに加えて受注者側で別途安全対策経
費を積算する必要がある場合、その対象となる費用の範囲
をご教示ください。

（案）ご理解のとおりです。
防弾車及び警護要員傭上費以外の安全対策費について受
注者様側による計上実績はなく、必要に応じ、現地の状況
を踏まえ適切な額を計上ください。

7 32 安全対策経費

ローカルコンサルタントが現地調査を実施する際に必要と
なる安全対策費（警護費、車両費等）については、定額計上
には含まれず、受注者が必要な経費を一般業務費等に別途
計上するとの理解でよいでしょうか。

ご理解のとおりです。

以上


